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特  集
アジアにおける
航空貨物と空港

●�

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
航
空
貨
物

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
な
か
で
随
一
の

経
済
力
を
誇
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
航

空
貨
物
輸
送
が
活
発
で
あ
る
。
海
に
囲

ま
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
輸
送
費
用
が
低

廉
な
海
上
輸
送
が
中
心
で
あ
る
な
か
で
、

経
済
の
成
熟
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は

高
価
格
な
品
目
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
最
大
の

ハ
ブ
空
港
で
あ
る
チ
ャ
ン
ギ
空
港
か
ら

航
空
輸
送
さ
れ
て
い
る
。 

　

二
〇
一
四
年
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

各
国
の
国
際
・
国
内
航
空
貨
物
取
扱
量

を
図
１
に
示
す
。
国
際
取
扱
量
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
が
最
も
多
く
、
タ
イ
、
マ
レ

ー
シ
ア
と
続
く
一
方
で
、
低
開
発
国
で

あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
る
。
航
空
輸
送
は
主
に

高
価
格
な
品
目
を
輸
送
す
る
こ
と
か
ら
、

国
際
航
空
貨
物
取
扱
量
は
国
の
経
済
力

を
少
な
か
ら
ず
反
映
し
た
も
の
と
い
え

よ
う
。
国
内
取
扱
量
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
最
大
で
あ
る
。
島
嶼
国
で
国
土
が
東

西
に
広
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
国
内
貨

物
と
国
際
貨
物
の
取
扱
量
が
ほ
ぼ
同
じ

と
い
う
珍
し
い
国
で
あ
る
。
同
じ
く
島

嶼
国
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
国
内
取
扱

量
が
比
較
的
多
い
。
国
土
が
南
北
に
長

い
ベ
ト
ナ
ム
が
そ
れ
に
続
い
て
い
る
。

国
土
の
地
理
的
条
件
が
国
内
航
空
貨
物

取
扱
量
に
関
係
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

主
要
六
カ
国
間
相
互
の
航
空
輸
送
金

額
に
つ
い
て
、
二
〇
一
四
年
の
状
況
を

表
１
に
示
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
ベ

ト
ナ
ム
を
の
ぞ
き
、
輸
出
・
輸
入
共
に

国
間
に
大
き
な
差
が
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
域
内
の
主
要
な
航
空
貨
物
輸
送
国
と

な
っ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
と
っ

て
マ
レ
ー
シ
ア
は
国
境
が
隣
接
す
る
唯

一
の
国
で
あ
り
、
陸
上
輸
送
の
シ
ェ
ア

が
高
い
も
の
の
、
両
国
間
の
貿
易
は
活

発
な
こ
と
か
ら
航
空
輸
送
金
額
も
大
き

い
。
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
輸
入
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
が
一
番
多
い
が
、
輸
出
は
マ

レ
ー
シ
ア
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
で
航
空
輸
送
さ
れ
て
い
る

代
表
的
な
品
目
は
電
子
管
・
半
導
体
・

電
気
機
器
（electronic valves, 

tubes, sem
iconductors and other 

electronic com
ponents

）
で
あ
り
、

ど
こ
の
国
間
で
も
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
る
。

花
岡 

伸
也

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
航
空
貨
物
輸
送

●�

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
航
空
貨
物
輸

送
金
額
と
取
扱
量

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
世
界
中
の
多
く
の

国
と
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
協
定
を
締
結
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域

内
の
航
空
自
由
化
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

主
導
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
都

市
国
家
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
と
っ
て
、

制
限
の
な
い
自
由
な
環
境
下
に
お
け
る

航
空
輸
送
シ
ス
テ
ム
は
国
家
の
生
命
線

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
航
空
貨

物
輸
送
は
海
上
貨
物
輸
送
と
並
ん
で
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
貿
易
の
主
軸
を
担
っ
て

い
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
二
〇
〇
〇
年
か
ら

二
〇
一
四
年
の
国
際
航
空
貨
物
の
推
移

を
輸
送
金
額
（
図
２
）
と
取
扱
量
（
図

３
）
で
示
す
。
図
２
の
輸
送
金
額
の
推

移
を
み
る
と
、
二
〇
〇
八
年
九
月
に
発

生
し
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て

二
〇
〇
九
年
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
二
〇
一
〇
年
に
は
回
復
し
た
。

そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
四

年
ま
で
輸
出
は
横
ば
い
で
推
移
し
、
輸

入
は
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
る
。

　

次
に
図
３
の
取
扱
量
の
推
移
を
み
る

と
、
二
〇
〇
九
年
に
大
き
く
落
ち
込
ん

で
い
る
の
は
図
２
と
同
じ
で
あ
る
も
の

の
、
二
〇
〇
三
年
に
発
生
し
た
重
症
急

性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
影

響
と
思
わ
れ
る
減
少
も
み
ら
れ
る
。
ま

1,843,800  

1,229,011  

825,303  

548,467  

417,656  387,523  

33,181  24,485  
0  

56,759  93,714  
160,588  195,273  

349,805  

107  879  
0  

200,000  

400,000  

600,000  

800,000  

1,000,000  

1,200,000  

1,400,000  

1,600,000  

1,800,000  

2,000,000  

シンガポール(1) タイ(34) マレーシア(25) ベトナム(21) フィリピン(50) インドネシア(23) カンボジア(3) ミャンマー(2) 
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国際航空貨物 
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図 1　ASEAN各国の国際・国内航空貨物取扱量（2014 年）

（注）  1）ラオス、ブルネイはデータなし。
 2）国名後の数字は、国際あるいは国内航空貨物輸送実績のある空港数。
 3） 国内航空貨物取扱量は同一貨物を出発と到着で 2 回カウントしている

ため、各空港の合計値を半分に割った数値を表示。
（出所）参考文献②より筆者作成。
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た
、
輸
出
は
二
〇
〇
六
年
が
ピ
ー
ク
で

あ
り
、
そ
の
後
は
伸
び
て
い
な
い
。
さ

ら
に
、
輸
入
が
輸
出
を
上
回
っ
て
お
り
、

二
〇
〇
七
年
以
降
に
そ
の
差
が
拡
大
し

て
い
る
。
取
扱
量
で
輸
入
が
輸
出
を
上

回
る
理
由
と
し
て
、
加
工
貿
易
立
国
で

あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
輸
入

貨
物
は
材
料
や
部
品
が
中
心
で
あ
り
、

輸
出
貨
物
よ
り
も
金
額
あ
た
り
重
量
が

重
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

輸
出
貨
物
の
単
価
が
輸
入
貨
物
よ
り
も

高
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
図
２
に

お
い
て
輸
出
金
額
が
輸
入
金
額
を
常
に

上
回
っ
て
い
る
こ
と
と
整
合
し
て
い
る
。

●�

チ
ャ
ン
ギ
空
港

　

チ
ャ
ン
ギ
空
港
の
管
理
者
は
チ
ャ
ン

ギ
エ
ア
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
（Changi 

A
irport Group

）
で
あ
る
。
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
お
よ
び
航
空
貨
物
セ
ン
タ

ー
（A

irfreight Center

）
を
一
括
し
て

管
理
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
に
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
航
空
当
局
で
あ
る
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｓ

（C
ivil A

viation A
uthority of 

Singapore

）
か
ら
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し

て
独
立
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
投

資
会
社
で
あ
る
テ
マ
セ
ク
・
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
社
（T

em
asek H

oldings

）

が
一
〇
〇
％
出
資
し
て
い
る
。

　

チ
ャ
ン
ギ
空
港
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

空
軍
基
地
の
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
の

東
端
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一

九
八
一
年
に
開
港
し
た
。
一
九
九
〇
年

に
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
二
〇
〇
八
年
に

第
三
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
共
用
開
始
さ
れ
た
。

二
〇
〇
六
年
三
月
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（Low

-
Cost Carriers
）
専
用
の
バ
ジ
ェ
ッ

ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
開
業
し
た
が
二
〇
一

二
年
九
月
に
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
跡
地
に

第
四
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
建
設
中
で
あ
り
二

〇
一
七
年
に
開
港
予
定
で
あ
る
。
航
空

貨
物
セ
ン
タ
ー
は
一
九
八
五
年
か
ら
運

用
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
航
空
貨
物
セ
ン
タ
ー
は
南
北
方

向
の
二
本
の
平
行
滑
走
路
の
間
に
位
置

し
て
お
り
、
航
空
貨
物
セ
ン
タ
ー
は
北

側
に
立
地
し
て
い
る
。

　

チ
ャ
ン
ギ
空
港
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
現
空
港
を
大
拡
張
す
る

「Changi East

」
を
公
表
し
て
い
る
。

敷
地
面
積
が
一
六
六
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

と
こ
ろ
、
海
側
で
あ
る
空
港
東
部
を

一
〇
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
拡
張
す
る
も
の

で
あ
り
、
軍
専
用
の
第
三
滑
走
路
を
民

間
航
空
に
開
放
す
る
計
画
で
あ
る
。
大

規
模
な
第
五
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
工
業
団
地

の
建
設
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

図
４
に
チ
ャ
ン
ギ
空
港
の
貨
物
取
扱

量
お
よ
び
旅
客
数
の
推
移
を
示
す
。
世

界
の
航
空
需
要
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
二
〇
〇
一
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発

テ
ロ
、
二
〇
〇
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、

二
〇
〇
九
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

際
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
で
も
旅
客
数
は
一

時
的
に
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は

順
調
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

貨
物
取
扱
量
は
二
〇
〇
六
年
を
ピ
ー
ク

に
二
〇
〇
九
年
以
外
は
大
き
く
変
動
し

て
い
な
い
。
旅
客
数
と
貨
物
量
の
変
動

が
異
な
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
旅

客
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
台
頭
に
よ
っ
て
需
要
が

伸
び
続
け
て
い
る
も
の
の
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の

多
く
は
Ａ
３
２
０
や
Ｂ
７
３
７
の
よ
う

な
ナ
ロ
ウ
ボ
デ
ィ
機
を
用
い
て
い
る
た

め
ベ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
コ
ン
テ

ナ
や
パ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｕ
Ｌ
Ｄ
（U

nit 
Load D

evices

）
を
使
い
に
く
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｕ
Ｌ
Ｄ
が
使
え
な
い

と
破
損
が
生
じ
や
す
く
、
温
度
管
理
の

よ
う
な
品
質
管
理
も
難
し
く
な
る
た
め
、

運
べ
る
品
目
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

　

図
３
で
示
し
た
輸
出
と
輸
入
を
合
わ

せ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
合
計
貨
物
取
扱

量
の
推
移
と
、
図
４
の
同
期
間
の
チ
ャ

ン
ギ
空
港
の
貨
物
取
扱
量
を
比
較
す
る

と
、
各
年
に
お
い
て
概
ね
八
〇
～
一
〇

〇
万
ト
ン
（
四
五
～
五
五
％
）
も
の
差

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
に

お
い
て
約
半
分
が
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
貨
物

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
参
考

ま
で
に
、
同
様
の
比
較
を
バ
ン
コ
ク
の

ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
で
し
た
と
こ
ろ
、

空
港
取
扱
量
は
、
輸
出
と
輸
入
を
合
計

し
た
貨
物
取
扱
量
か
ら
三
〇
～
五
〇
万

ト
ン
（
二
五
～
二
八
％
）
の
差
で
多
か

っ
た
。
デ
ー
タ
の
誤
差
は
あ
る
に
し
て

も
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

貨
物
の
割
合
は
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
の
航
空
貨

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

140 

160 

180 

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 

（10億ドル） 

輸出 輸入 合計 

図２　シンガポールの国際航空貨物輸送金額の推移

（出所）参考文献①。
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図３　シンガポールの国際航空貨物取扱量の推移
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物
セ
ン
タ
ー
の
整
備
状
況
お
よ
び
運
用

状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
航
空
貨
物

セ
ン
タ
ー
は
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積

を
有
し
、
年
間
三
〇
〇
万
ト
ン
の
貨
物

を
取
扱
可
能
で
あ
る
。
貨
物
の
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（Singapore 

A
irport T

erm
inal Services

）
と
デ

ィ
ナ
ー
タ
（dnata

）
に
業
務
委
託
し

て
い
る
。ス
イ
ス
ポ
ー
ト（Sw

issport

）

が
入
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
既
に

撤
退
し
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
航
空
の
子
会
社
だ
っ
た
が

二
〇
〇
九
年
に
独
立
し
た
。
デ
ィ
ナ
ー

タ
は
エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
の
子
会
社
で
あ

り
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
で
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｓ

（C
hangi International A

irport 
Services

）
を
買
収
し
て
運
営
し
て
い

る
。
貨
物
取
扱
量
の
割
合
は
、
概
ね
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ｓ
が
八
割
で
残
り
二
割
が
デ
ィ
ナ

ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。

　

航
空
貨
物
セ
ン
タ
ー
に
は
八
つ
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
六
つ

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
運
用
し
て
い
る
。
申

請
手
続
は
す
べ
て
電
子
化
さ
れ
て
い
る
。

一
般
貨
物
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
輸
出

用
の
Ｔ
５
と
輸
入
用
の
Ｔ
６
で
あ
る
。

Ｔ
５
と
Ｔ
６
は
内
部
で
つ
な
が
っ
て
お

り
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
貨
物
は
Ｔ
６
か
ら

Ｔ
５
へ
直
接
移
さ
れ
る
。
Ｔ
６
内
で
Ｕ

Ｌ
Ｄ
を
航
空
機
か
ら
降
ろ
し
た
後
、
移

動
す
る
作
業
は
自
動
化
さ
れ
て
い
る
。

面
積
約
八
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
Ｔ

２
は
、
二
〇
一
〇
年
か
らCool Port

と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
品
目
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
、
マ
イ
ナ
ス
二
八
度
か

ら
一
八
度
ま
で
複
数
の
温
度
に
設
定
さ

れ
た
倉
庫
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
化
学

薬
品
を
中
心
に
生
鮮
食
品
、
青
果
物
・

花
卉
な
ど
の
保
管
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
のCool Port
と
デ
ィ

ナ
ー
タ
の
運
用
す
る
生
鮮
品
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
施
設
（
二
〇
一
三
年
運
用
開
始
。

面
積
約
一
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の

二
つ
の
温
度
管
理
倉
庫
が
、
チ
ャ
ン
ギ

空
港
に
お
け
る
航
空
貨
物
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
の
特
徴
と
い
え
る
。
ま
た
、
金
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
高
価
格

貨
物
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
・
保
管
に
用
い

る
専
用
倉
庫
（
二
〇
一
〇
年
運
用
開
始
。

面
積
約
二
万
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
）
も
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
に
よ
り
運
用
さ
れ
て

い
る
。

　

航
空
貨
物
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
他
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ひ
と
つ
はA

irm
ail

タ

ー
ミ
ナ
ル
で
あ
り
、
近
年
は
郵
便
物
よ

り
も
小
包
の
取
扱
が
中
心
で
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
のM

ulti T
enanted W

are-
house and O

ffi  ces

は
中
小
企
業
向

け
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
三
年
に
運
用
開
始
さ
れ
た
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
パ
ー
ク
（A

irport 
Logistics Park

）
が
、
航
空
貨
物
セ

ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
い
る
。
二
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
積
を
有
す
保
税
エ
リ
ア
で

あ
り
、
日
本
通
運
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
、
Ｓ
Ｄ
Ｖ
、

K
uehne + N

agel

、D
B Schenker

、

Expeditors

な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
企
業
だ
け
で
な
く
、
フ

ァ
イ
ザ
ー
な
ど
の
製
薬
・
医
療
関
係
企

業
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
な

ど
の
電
気
・
電
子
関
連
企
業
、
ボ
ー
イ

ン
グ
、
エ
ア
バ
ス
、
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
、

ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
な
ど
の
航
空
関
連
企

業
な
ど
、
多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が

入
居
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
を
東
南
ア
ジ

ア
の
ハ
ブ
と
位
置
づ
け
て
い
る
Ｄ
Ｈ
Ｌ

と
Ｔ
Ｎ
Ｔ
は
、
航
空
貨
物
セ
ン
タ
ー
の

入
口
付
近
の
立
地
条
件
の
良
い
場
所
で

専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
運
用
し
て
い
る
。

FedEx

も
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
パ
ー
ク

に
隣
接
し
た
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

二
〇
一
三
年
に
開
業
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
は
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
の
重
要
な
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

●�

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
カ
ー
ゴ

　

航
空
貨
物
輸
送
に
は
航
空
会
社
の
輸

送
能
力
も
関
係
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で

国
際
航
空
貨
物
取
扱
量
が
多
い
の
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
で

あ
り
、
各
国
の
フ
ラ
ッ
グ
キ
ャ
リ
ア
で

あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
、
マ
レ
ー
シ

ア
航
空
、
タ
イ
航
空
が
、
そ
の
多
く
を

担
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
〇
一
六
年

一
月
現
在
、
貨
物
専
用
機
で
あ
る
フ
レ

イ
タ
ー
（freighter

）
を
所
有
し
て
い

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
航
空
会
社
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
と
マ
レ
ー
シ
ア
航

空
の
二
社
の
み
で
あ
る
。
タ
イ
航
空
は

二
〇
一
五
年
五
月
に
そ
れ
ま
で
所
有
し

て
い
た
フ
レ
イ
タ
ー
二
機
を
売
却
し
、

フ
レ
イ
タ
ー
事
業
か
ら
撤
退
し
た
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

は
主
要
な
航
空
貨
物
輸
送
相
手
国
で
あ

る
。
し
か
し
、
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
と

っ
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
り
、
香
港
空

港
や
仁
川
空
港
の
取
扱
量
が
多
い
の
は
、

北
米
ル
ー
ト
の
航
空
貨
物
需
要
が
旺
盛

な
た
め
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
は
地
理

的
に
北
米
か
ら
遠
く
北
東
ア
ジ
ア
の
空
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図４　チャンギ空港の貨物取扱量と旅客数の推移

（出所）図 1 と同じ。
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港
を
経
由
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
や
、

そ
れ
ゆ
え
に
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
貨
物
の
集

約
も
難
し
い
こ
と
か
ら
、
フ
レ
イ
タ
ー

を
活
用
す
る
ニ
ー
ズ
が
小
さ
い
の
で
あ

る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
カ
ー
ゴ

（Singapore A
irlines Cargo

）
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
一
〇
〇
％
出
資
の

子
会
社
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
に
独
立

し
た
。
以
下
、
筆
者
が
二
〇
一
五
年
八

月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
カ
ー
ゴ
に
対

し
て
実
施
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の

内
容
を
ま
と
め
る
。

　

自
社
フ
レ
イ
タ
ー
の
運
航

と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
グ
ル

ー
プ
会
社
の
ベ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
運
用
が
主
た
る
業
務
で

あ
る
。
最
大
で
二
〇
〇
六
年

の
一
六
機
、
二
〇
〇
八
年
途

中
ま
で
は
一
四
機
の
フ
レ
イ

タ
ー
を
所
有
し
て
い
た
が
、

二
〇
〇
八
年
の
原
油
価
格
高

騰
後
、
所
有
機
を
減
ら
し
て

い
る
。
二
〇
一
五
年
八
月
現

在
で
八
機
の
Ｂ
７
４
７
─
４

０
０
Ｆ
を
所
有
し
て
い
る
。

フ
レ
イ
タ
ー
の
運
航
費
用
に

占
め
る
燃
油
代
の
割
合
が
五

〇
～
六
〇
％
と
非
常
に
高
い

こ
と
が
、
所
有
機
を
減
ら
し

た
主
た
る
理
由
で
あ
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
カ
ー
ゴ
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
の
ベ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
運
用
し
て
お
り
、
こ
れ
は
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
航
空
か
ら
み
れ
ば
貨
物
業
務
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
な
る
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
航
空
は
グ
ル
ー
プ
会
社
を
、
①
長

距
離
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

航
空
、
②
長
距
離
ロ
ー
コ
ス
ト
：
ス
ク

ー
ト
（Scoot

）（
ノ
ッ
ク
ス
ク
ー
ト

〈N
okScoot

〉）、
③
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
フ

ル
サ
ー
ビ
ス
：
シ
ル
ク
エ
ア
（Silk 

A
ir

）、
④
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ロ
ー
コ
ス

ト
：
タ
イ
ガ
ー
エ
ア
（T

igerair

）
と

ブ
ラ
ン
ド
を
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
グ
ル
ー
プ
会
社
全
体
で
貨
物
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
最
適
化
す
る
た
め
、
シ
ル
ク

エ
ア
、
ス
ク
ー
ト
、
ノ
ッ
ク
ス
ク
ー
ト

の
ベ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
運
用
も
二
〇
一

五
年
か
ら
始
め
て
い
る
。
シ
ル
ク
エ
ア

の
所
有
機
は
ナ
ロ
ウ
ボ
デ
ィ
機
の
み
で

Ｕ
Ｌ
Ｄ
は
使
え
な
い
こ
と
か
ら
、
ば
ら

積
み
貨
物
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
グ
ル
ー
プ
会
社

の
貨
物
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
カ
ー
ゴ

が
一
括
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、

航
空
貨
物
窓
口
の
一
本
化
や
各
社
ル
ー

ト
の
活
用
な
ど
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が
あ

る
。
輸
送
料
金
は
市
場
調
査
と
イ
ー
ル

ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
決
め
て
お
り
、
フ

レ
イ
タ
ー
と
ベ
リ
ー
の
違
い
に
よ
る
料

金
差
は
な
い
。
速
達
品
、
医
薬
品
、
動

物
、
航
空
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
輸
送
に
注

力
し
て
お
り
、航
空
貨
物
運
送
状
（A

ir 
W

aybill

）
の
電
子
化
（e-A

W
B

）
も

迅
速
に
進
め
て
い
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
の
国
際
航
空
貨

物
取
扱
量
は
、
二
〇
〇
九
年
以
降
は
停

滞
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
イ
ン
ド

の
発
着
貨
物
が
、
旅
客
輸
送
と
同
様
、

こ
こ
数
年
で
中
東
の
航
空
会
社
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
一
因

で
あ
る
。
低
料
金
の
た
め
対
抗
す
る
の

は
難
し
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

●�

お
わ
り
に

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
な
か
で
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
航
空
貨
物
取
扱
量
お
よ
び

輸
送
金
額
が
多
い
理
由
と
し
て
、
高
い

経
済
力
と
そ
れ
に
と
も
な
う
荷
主
の
運

賃
負
担
力
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
拠
点
空
港
の

機
能
や
航
空
会
社
の
戦
略
も
同
様
に
重

要
な
こ
と
が
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
航
空
カ
ー
ゴ
の
事
例
か
ら
わ

か
る
。
チ
ャ
ン
ギ
空
港
は
、
東
南
ア
ジ

ア
を
代
表
す
る
貨
物
ハ
ブ
空
港
と
し
て
、

そ
の
戦
略
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

著
名
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

企
業
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
ー
が
拠
点
と
し
て
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
域
内
に
お
け
る
優
位
性
は
揺
る
ぎ
な

い
。
一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
カ
ー

ゴ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
外
の
航
空
会
社

に
対
す
る
競
争
力
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

本
稿
で
は
、
航
空
貨
物
輸
送
貿
易
を

示
す
単
位
と
し
て
、
取
扱
量
と
輸
送
金

額
の
両
者
を
比
較
し
、
推
移
が
異
な
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
高
価
格
で
軽

量
な
貨
物
を
輸
送
す
る
航
空
輸
送
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
点
は
重
要
で
あ
り
、

航
空
貨
物
の
輸
送
状
況
を
理
解
す
る
に

は
、
取
扱
量
だ
け
で
な
く
輸
送
金
額
も

み
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
ハ
ブ

空
港
の
航
空
貨
物
取
扱
量
に
は
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
貨
物
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

も
注
意
が
必
要
で
、
分
析
目
的
に
よ
っ

て
利
用
す
る
デ
ー
タ
を
使
い
分
け
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

（
は
な
お
か　

し
ん
や
／
東
京
工
業
大

学
環
境
・
社
会
理
工
学
院
准
教
授
）
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特集：シンガポールの航空貨物輸送
表 1　ASEAN主要国間の相互輸送金額（2014 年）

輸入国
シンガポール マレーシア タイ インドネシア フィリピン ベトナム

輸
出
国

シンガポール 1,555 1,943 1,175 944 689 
マレーシア 1,379 730 440 276 262 

タイ 1,202 586 540 229 259 
インドネシア 1,900 385 245 119 75 

フィリピン 1,330 224 197 59 25 
ベトナム 191 294 71 142 36 

（出所）図２と同じ。
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